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(宛先)岡崎市長 令和7年 7月 3日

匝 □ 』 壁 塁 止 塑 重 旦旦」 釜 二

匿藍蓋墓藝」駈量墨_墨型ヨL_ 匿亜ヨ三二人(※令和7年4月 1日時点の構成員数)

匠亜亜匪憂]団体の会則・規約に定められた団体の目的を記入してください。

市民とスポーツとの出会いの場を創出し、スポーツを通じて市外・県外との交流人口拡大を目指すことで、岡

崎を活性化することを目的とする。

私達の団体が掲げる目的を実現した活動を、以下の項目に従つて報告します。
なお、記載内容を一般に公開することに同意します。

■1団体の活動目的達成に向けて、今年度はどのような活動をしましたか。(公益活動に限る)

活動日

又は期間
場所

公益を受けた

ものは?

受益者

(会員以外)

人数※1

活動内容

4月～3月
市内ラジオ

受信エリア

市民

(リスナー)

ラジオ番組「広げよう岡崎スポーツ

の輪」(毎週土日8時～8時 30分)

8月 ～9月
市内各公立

私立高校

硬式野球部

高校生
240名

野球部員3年生のためのメモリアル

冊子制作。写真などを記載し3年生

全員へ無償プレゼント

1月 25、 26
日

各高校グラ

ウンド

硬式野球部

高校生
160名

市内高校より申込を頂いた 5校に

対して三菱自動車岡崎硬式野球部

の選手を臨時コーチとして派遣

※1公益を受けたものが「人」ではない、数が把握できない場合は記載がなくてもよい。<ex.自然環境>

■2前項1に基づき、1年間の団体活動で岡崎市(広く市民社会一般)に何をもたらしましたか。

エフエム岡崎と協働し市内でスポーツを頑張る団体個人に出演いただき活動内容や目的を本人の声を通して紹介することで、市民ヘスポーツの楽しさや

興味関心を促した。市内高校球児に対して、あこがれの現役選手達とともに練習や指導を受け、技術の向上など大きな刺激や影饗を受けた。また卒業

後もスポーツを通じて自分たちが行つてきた活動や仲間と過ごした時間を振り返られる物を提供してきた。

■3今年度の活動の公益性を自己評価し、付随する質問にお答えください。

3

①公益性の度合いを自己評価してください

議い ← 5 4

つけてください)

2 1→ 低い

②上記の評価をした理由をお書きください。

スポーツを通じた活動を行ってきましたが、まだ会の知名度が高<ないため、多<の市民へ浸透していないと感

じたため。


